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【1】研究の概要 

[1-1]本研究の目的・概要 

真核生物では、転写直後の pre-mRNA

がスプライソソームによるスプライシン

グを受けることで成熟型となる。スプラ

イソソームは、U1、U2、U4、U5、U6 snRNP

の５つのサプコンプレックスからなって

いるが、申請者らの先行研究から、U6 

snRNP 非依存的にスプライシングを受け

るイントロンを発見した。そこで、この

ような snRNP 非依存的なイントロンを探

索することを目的とする 

 

 [1-2]研究の方法・経過 

各 snRNP は、snRNA と幾つかのタンパ

ク質からなっており、snRNAが pre-mRNA

と RNA-RNA 結 合 を す る こ と で

pre-mRNA を認識する。U1、U2、U4、U5、

U6 snRNA に結合し、RNA-RNA 結合を阻

害することで各 snRNP の機能を個別に阻

害するアンチセンスオリゴを用いて各

snRNP を個別に阻害した。その後、スプ

ライシング阻害後に転写された RNA の

みを抽出し次世代シークエンスを用いて

トランスクリプトーム解析を行った。 

 

【2】研究成果 

[2-1]本共同研究で明らかになった研究

成果 

 上記の実験の結果、それぞれの snRNA

を阻害しているにも関わらず、スプライ

シングが効率よく行われるイントロン

（snRNP 非依存的イントロン）を複数発

見した。また、その結果を RT-PCR により

確認したところ、次世代シークエンスの

結果と同様の傾向が観察された。 

 

[2-2]本共同研究による波及効果及び今

後の発展性 

 ５つの snRNP の全てはスプライシング

反応に必須であると考えられているため、

このようなイントロンの存在は、遺伝子

発現の分野のみならず、分子生物学の分

野全体にとっても大きな驚きである。 

私たちは、snRNP 非依存的なスプライ

シングは新規の遺伝子発現調節機構なの

ではないかと考えている。今後は、snRNP

の量が変動する生理的条件の探索や、そ

の詳細なメカニズムを明らかにすること

により、snRNP 非依存的イントロンの生

理的意義を明らかにしたいと考えている。 
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【4】今後の課題等 

 snRNP 非依存的イントロンの生理的意

義を明らかにするためには、マウスなど

の生体で実験を行う必要があるが、生体

に効率よく snRNAに対するアンチセンス

オリゴを導入できるかどうかが今後の課

題である。 

 

 


